
部局別業務棚卸一覧表 （   農林部     ）

成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

①農業産出額

②取扱高

①６４３千万円
(１，０９１千万円)

②41,086百万円

①６７５千万円
(１，１４５千万円)

②43,899百万円

2,062,601千円

上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

生産農業所得（農家１戸当たり） 738千円
(772千円)

775千円
(810千円)

104,908千円

農業人づくり業務

（農政課　農業政策担当・農畜水産振興担当）

農業の振興を図るため、農業を担う人材
や組織の育成を推進する。

104,908千円

部局重点活動目的（H17年度） 部局重点活動目的設定理由
従事職員総数

1

農業経営の安定化を図る。

9.0人

9.0人

専業農家率
（専業農家数／全農家数）

11.9%
(10.2%)

13.4%
(11.9%)

①担い手育成対策
　（認定農業者・新規就農者等の育成、担い手
    組織活動支援、制度資金利子補給）
②農業経営安定資金の原資預託
③各種資金に対する利子補給
④認定農業者の平成１５年産米価の補てん

②合併により農業経営安定資金を増資する。
④事業の廃止により終了

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

①農林水産業を取り巻く情勢が厳しさを増すなかで、農林水産業・農村の振興を図るた
　　め、「緑あふれる新県都プラン」および新「秋田市農林水産業基本計画」に基づき、
　　魅力ある産業として取り組める経営環境を構築するとともに、生産者、消費者、農村・
　　都市住民 など全市民的な理解を必要とする農林水産業・農村のもつ基本的な役割
　　を明示したもの。

②流通環境が変化するなかで、地域の実情や経済環境の変化に対応した柔軟な流通
　　システムの構築を図る必要がある。

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

74名
（部長・市場長・理事・次長・局長
6、課長・参事・補佐9、主席主
査・主査・技能主査23、主事・技
師33、技能技師2、嘱託1）

従事職員総数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指標の（　　　　　　　　　）は河辺町・雄和町を含む

①市町合併により農林水産資源が増大するこ
　とを踏まえ、安全、新鮮、安心な食料の安
　定的供給と緑豊な環境を保全するため、農
　林水産業の生産性向上と経営の安定化を図
　り、農林水産業・農村の持続的な発展を図
　る。

②生鮮食料品等を安定供給するため、市場流
　通システムの整備を図る。

従事職員数

成果指標

 平成16年度（前期）行政経営会議用   様式１
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

成果指標

優良農地面積 5,023ha
(8,965ha)

5,010ha
(8,952ha)

6,005千円

農業地域づくり業務

（農政課　農業政策担当・農畜水産振興担当）

農業の振興を図るため、地産地消や農
業・農村地域環境の整備・保全を推進
する。

6,005千円

農産物販売額（農家１戸当た
り）

113万円
(119万円)

129万円
(139万円)

49,639千円

農業物づくり業務

（農政課　農畜水産振興担当）

農業の生産・流通体制の強化を図るた
め、農業者の生産・販売活動への支援
を行う。

49,639千円

3

安全、新鮮、安心な食料の安定的な供給体
制の整備を図る。

農業・農村地域の保全や活性化を図る。

6.3人

農産物販売額（ＪＡ） 4,299百万円
(7,284百万円)

4,500百万円
(7,600百万円)

6.3 人

82.5% 82.5% ①秋田市農林水産業振興戦略会議を設置し、
   新「秋田市農林水産業・農村振興基本計画」
   の策定等を行う。 （１６年９月補正）
②農用地の利用集積の推進
③農業振興地域整備計画の適切な運用
④地産地消活動の推進
⑤秋田市農林商工フェアの開催
⑥地域特産品開発の推進
⑦農業体験学習の推進
⑧市民農園の開設・運営
⑨中山間地域等の農地保全活動の推進
⑩各種大会等開催に対する支援

①秋田市農林水産業振興戦略会議において新
　　「秋田市農林水産業・農村振興基本計画」を
　 策定し、市町合併後の農林水産業の振興を図
   る。
③市町合併後の農業振興地域整備計画の見直
　　しに着手する。
⑥秋田市特産品認証制度に基づく認定及び地域
　 特産品の普及ＰＲや販売促進を図る。
⑧郊外型有料市民農園（スーパー農園）の整備
　 を図るための調査・計画策定を行う。
⑨中山間地域等直接支払制度の見直しに伴い、
　 協定集落数の拡大を推進する。

◇グリーン・ツーリズムの推進を図るため推進体制
   整備や基本方針等の策定を行う。

3.4人

①ライスセンター等の基幹施設を整備し、生産・
　 出荷体制の強化を図る。
④堆肥センター施設等から生産される堆肥を活
　 用した資源循環型農業の推進を図る。

◇事業効果等を踏まえた事業内容の見直しを進
   める。

①土地利用型農業の生産振興
　（秋田米のトップブランド化対策の推進）
②土地利用型農業の活性化
　（水田農業の構造改革等の推進）
③園芸作物の生産振興および流通対策
　（野菜・花き等の生産施設整備、出荷安定
　　対策、生産活動、農業技術指導の支援）
④畜産物の生産振興および流通対策
　（生産活動、素牛導入、衛生対策の支援）
⑤関係機関・団体との農業の連携強化

・農用地の開発については、都市整備部との関わりがある。
・特産品の開発・販売およびグリーン・ツーリズムの推進を図るうえで、商業観光課との関わりが
  ある。
・秋田市農林商工フェアの開催は商工部との関わりがある。
・農業体験学習推進対策事業は教育委員会との関わりがある。
・農畜産物および加工品の販売においては保健所との関わりがある。

3.4人

2

耕地利用率
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

成果指標

漁獲高／漁業者数 532千円
(532千円)

600千円
(600千円)

1,664千円

水産業物づくり業務

（農政課　農畜水産振興担当）

水産資源の維持増殖、漁業関連施設等
の整備や漁業者の生産活動への支援を
行う。

1,664千円

農地整備率 89.7%
(86.6%)

89.7%
(87.0%)

133,621千円

農業生産基盤整備業務

（農業環境整備課　管理指導担当）

農業生産基盤の充実のため農地や農
業用施設等の改良を図る。

133,621千円

整備率(整備済人口／計画
人口）

44.3%
(56.5%)

44.3%
(58.3%)

479,009千円

農業集落生活環境整備業務

（ 農業環境整備課　農村整備担当 ）

農業振興地域内の水洗化の促進を図
る。

479,009千円

農村の生活環境の改善と農業用用排水等の
水質保全を図る。

・下水道部および環境部と共に秋田市生活排水処理施設整備計画の検証等を行っている。

4

90百万円
(90百万円)

７人

①農道の整備　　　　　　　      48,10７千円
②かんがい排水施設等の整備 40,649千円
③ほ場の整備                   16,500千円
④用排水施設、ため池等の整備
 10,702千円

①沿岸漁業の生産振興
　（ガザミ種苗の中間育成及び放流）
②内水面の資源維持
　（サケ、アユ、ヤマメ種苗の河川放流）
③漁船係留施設の維持管理

生産性を高めるために生産基盤の改善を図
る

６人

漁獲高 80百万円
(80百万円)

・水産物の販売においては、保健所との関わりがある。
・海洋性漂着物の処理については、環境部との関わりがある。

5

改良率
(改良件数／要望件数）

95%
（95%）

100%
（100%）

6人

6

整備済地区 9地区
(19地区)

9地区
(20地区)

７人

水産業の生産・販売体制の整備を図る。

0.3人

0.3人

①農道の整備
②かんがい排水施設等の整備
③ほ場の整備
④用排水施設、ため池等（上北手猿田沢地区）の
整備

③漁船係留施設の維持管理や利便性向上等に
   関し、漁協や関係機関と協議しながら、施設機
　 能向上と漁業操業の安全確保等を図る。

①生活排水処理施設整備計画の検証を行い整
備手法の再検討を行う。
②農業集落排水事業への地方公営企業法適用
（下水道事業との統合）の検討
③上北手東部農業集落排水事業 2,828千円
④下北手中央農業集落排水事業 252,300千円
⑤農集使用料徴収事務委託準備経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13,720千円

①合併後の新市の農業集落排水使用料の改定検
討（平成１８年４月改定予定）
②引き続き農業集落排水事業への地方公営企業
法適用（下水道事業との統合）の検討
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

成果指標

市全体の民有林面積 19,496ha
（37,040ha）

19,496ha
（37,040ha）

494,617千円

循環利用の森林づくり業務

（ 林務課　林政担当市有林担当 ）

林業経営の安定化を図るため、林業生
産基盤の整備を促進する。

330,197千円

暮らしを守る森林づくり業務
（林務課　林政・市有林担当）

森林の持つ公益的機能の発揮のため、
森林を健全な状態に維持する。

126,779千円

市民との共生の森林づくり業務
（林務課　林政・市有林担当）

市民に森林の大切さを理解してもらう。 37,641千円

①県単局所防災事業
②森林病害虫等防除事業

○引き続き森林の公益的機能の保全につとめる。

２．６人
8

防災工事累計 ７０件 前年度比減

①市民の森造成事業 ○市民の森造成事業（継続）
　全体計画調査結果および市民の森造成事業推
進委員会での意向を事業内容に反映させるため、
下記のとおり見直しをおこなった。
　・駐車場を当初の１カ所から３カ所に分散した。
　・バリアフリーに配慮した林間広場および林内歩
道を追加した。
　・平成16年度予定の給水管埋設工事を、平成17
年度の林道改良工事と同時施工することとした。

 ２．０人

9

自然公園の利用者数 ５９，９３９人 ６１，２００人

市民が環境と調和し、快適に暮らすため、森
林を守る

7

林家一戸あたりの林業収入 985千円 ２％ＵＰ ①林道改良事業（国見山線）
②林道舗装事業（小山線）
③民有林振興対策事業（間伐補助）

１０．４人

○引き続き林道の改良・舗装等の生産基盤の整備
を図るほか、民有林の間伐事業に助成するなど、
良質材の生産や森林資源の充実に努める。

５．８人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

成果指標

市全体の民有林面積 19,496ha
（37,040ha）

19,496ha
（37,040ha）

１，７９３千円

市民生活保全業務
（林務課　林政担当）

市民が安心して生活が送れるよう、野生
動物特に有害鳥獣による被害の防止を
図るため駆除を実施する。

１，７９３千円

市民が、安心して暮らせる緑豊かな生活を守
る

１．６人

10

人身事故件数 0件 ①有害鳥獣駆除捕獲対策事業
②ヤマビル被害防止対策事業

○引き続き人畜や農作物被害の軽減につとめる。

１．６人

無事故
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

成果指標

取扱数量 青果部76,060t
水産物部30,725t
花き部35,518千本・鉢

15年度取扱実
績維持

578,564千円

総務担当業務
（ 市場管理室　総務担当 ）

市場特別会計の管理、運営と庶務関係
の全般を行う。

578,564千円

施設担当業務
（ 市場管理室　施設担当 ）

市場の施設設備の改良、補修、保守・
保安及び施設整備計画の策定。

86,163千円

業務担当業務
（市場管理室　業務担当）

卸売業者及び仲卸業者、売買参加者等
の適正な取引に係る業務の指導、監督
をする。

4,230千円

検査担当業務
（ 市場管理室　検査担当 ）

卸売業者・仲卸業者の業務及び財務の
状況を適正に把握する。

325千円

消費者に対して、安全かつ安心な生鮮食料
品等の安定的な供給を行うこと

4人

①全国中央卸売市場協会北海道・東北支部市
場長会議
②建都４００年・開設３０周年記念事業（市場まつ
り、式典・祝賀会、記念誌発刊）
３、０００千円
③業務条例の一部改正

○歳入収納事務の電算化。

4人

11

市場使用料の収納率
適正な事務処理

99%
100%

100%
100%

5人
（兼）検査担当3

①花き棟増築工事　１６，０００千円 ○各棟天窓の改修工事等。
○第８次卸売市場整備基本計画に基づく施設整
備計画の策定。

2人

95% 100% ○卸売市況表示ｼｽﾃﾑの変更

耐用45年に対し
29年経過

14

・財務指標をクリアしている卸
売業者の割合
・赤字経営の仲卸業者の減
少

卸売業者　経常利益5社
仲卸業者(14年度実績)
        赤字14/22社
 （青果5、水産8、花き1）

・卸売業者～財務
指標の現状維持
・仲卸業者～経営
改善

12

耐用年数の延伸

13

指導により改善された割合

2人
（兼）業務担当1
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

成果指標

総会開催数 13回
(37回)

13回

122,063千円

農業者の公的代表機関管理業務
（ 農業委員会事務局　庶務担当 ）

農業所得の向上を図るため、農業経営
体を支援し、権利関係の調整と指導を
行う。

122,063千円

関係機関との連携を図り、適正な農地行政と
優良農地の確保に努める。

13人

15

審議回数 ①法令に基づく適正な審議
②優良農地保全の適正な権利関係調整と
　 転用指導
③農業者年金関係の管理・運営
④農業者の経営安定対策

○一層の効率化を図りながら継続する。

13人

13回
(37回)

13回
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